
第５学年 家庭科（食育）学習指導案 

平成３０年５月１１日（金） 第３・４校時 

小学校 ５年２組 ２１名 

指導者 学級担任 

１ 題材名「はじめてみようクッキング～健康ゆで野菜サラダを作ろう～」 

 

２ 題材設定の理由 

 生活習慣調査の５年生の結果，「朝ごはんで野菜を食べていますか？」の質問に「ほとんど食べない」と答え

たのは５３％であった。約半数の児童が朝食時に野菜をほとんど採れていないという現状がある。 

本学級の児童は，明るく素直で，課題に向かって真面目に努力できる児童が多い。これまで徳島県学校食育推

進パワーアップ作戦の授業などで，食に関する学習を行ってきている。給食の時間を楽しみにしており，残食が

出ないように自分に合った量を考え，しっかりと食べることができている。野菜を食べることの大切さ，バラン

スのよい食事の大切さを十分理解できている姿が見られる。そして，５年生となった今年から「家庭科」の学習

を行っている。特に，調理に大変関心をもっており，「調理実習はまだですか？」と心待ちにしている様子がう

かがえる。 

そこで，本題材では，「健康ゆで野菜サラダを作ろう」を題材の副主題とした。調理の仕方や調理用具・器具

の取り扱い方について，しっかりと身に付けさせ，安全に調理ができるようにさせる。さらに，自分の力で野菜

サラダを作ることにより，調理の楽しさを感じてほしい。自分や家族が健康に過ごすために，野菜をプラス１品

し，バランスのよい食事を自分で準備しようという態度を育てたい。 

 

３ 題材の目標 

・調理に関心をもち，簡単な調理をしようとすることができる。（関心・意欲・態度） 

・材料や目的に応じてゆで卵・ゆで野菜の調理を工夫することができる。（創意工夫） 

・用具や食品の，安全で衛生的な取り扱い方やゆで方ができる。（技能） 

・使用する材料の栄養的な働きや，ゆでる調理の手順や方法を理解することができる。（知識・理解） 

 

４ 題材の評価規準 

家庭生活への 

関心・意欲・態度 

生活を 

創意工夫する能力 

生活の技能 家庭生活についての 

知識・理解 

ゆでる調理に関心

をもち，使用される材

料に応じた調理をし

ようとしている。 

おいしいサラダを作る

にはどうすればよいか考

えたり，自分なりに工夫

したりしている。 

 使用する材料に応じた切り

方やゆで方を身に付けている。 

 用具の安全で衛生的な取り

扱いを身に付けている。 

 使用する食材の栄養

的な働きやゆでる調理

の特性，方法について理

解している。 

５ 食育の視点 

 ・食品の衛生に気を付けて，簡単な調理を安全に行うことができる。（食品を選択する能力） 

 

６ 指導計画（全８時間） 

第一次 野菜のよさを知ろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 

第二次 クッキング！はじめの一歩・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間 

第三次 「健康ゆで野菜サラダ」を作ろう・・・・・・・・・・・・・・・４時間（本時２・３／４） 

（事後 お家でやってみよう（家庭科夏休みチャレンジ！）・・・・・・・・夏休み）  



７ 本時の学習 

（１） 目標 

  ・おいしいサラダができるように，材料のゆで方を考えたり，盛りつけを工夫したりすることができる。（創

意工夫） 

・使用する材料に応じた切り方やゆで方が安全にできる。（技能） 

 

（２） 展開 

学習活動 指導上の留意点 
学習活動における 

具体の評価規準 

１ めあてを確認する。 

 

 

２ 調理計画をする。 

 

 

 

３ ゆで卵とゆで野菜の調

理をする。 

 

 

 

 

 

４ グループで野菜サラダ

を食べる。 

 

５ 片付けを協力して行

う。 

 

６ 振り返りとまとめを行

う。 

 

 

 

○調理器具の安全な使い方を確認させる。 

○材料によってゆで方が違うことに気付か

せる。 

 

○衛生的な服装，手洗いなどができているか

確認させる。 

○手順を確認しやすいように板書を分かり

やすくしておく。 

○食べやすいようにドレッシングを作らせ

たり，盛りつけを工夫させたりする。 

 

○作った感想をグループで話させ，調理の楽

しさやできあがりの達成感を味わえるよう

に声かけを行う。 

○片付ける場所が分かるように板書に記し

ておく。 

○協力して行えるように声かけを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・使用する材料に応じた切

り方やゆで方が安全にで

きる。（技能） 

・おいしいサラダができる

ように，材料のゆで方や切

り方を考え，工夫すること

ができる。（創意工夫） 

 

（３）評価及び指導の例 

「十分満足できる」と判断され

る状況 

・使用する材料の特性を理解し，材料に応じた切り方やゆで方が安全

にできる。（技能） 

・おいしいサラダができるように材料のゆで方を考えたり，盛りつけ

を工夫したりして，食べやすいようにすることができる。（創意工夫） 

「おおむね満足できる」状況を

実現するための具体的な指導 

・材料によるゆで方のちがいや，用具の安全な使い方を板書で確認す

るように声をかける。 

・材料にあったゆで方や，食べやすい切り方をこれまでの体験と関連

付けて想起させる。 

 

安全に気を付けて，ゆで卵と野菜サラダを作ろう。 



板書 


